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Ⅰ はじめに 

  分科会基調は、討議課題をもとに提案された。

初めに、地元協力者から次のように呼び掛けら

れた。「人権教育は人と人をつなぐ教育である。

そのために、私たちは、目の前にいる子どもたち

一人ひとりと丁寧に関わることから始めなけれ

ばならない。家庭を訪ね、一人ひとりと語り合い、

子どものくらしを知ることで、子どもたちの持つ

さまざまな暮らしの現実や思いが見えてくる。そ

の見えてきたくらしの現実を、学級の課題と重

ね、教師自らを語りながら、様々な授業実践を行

っていくことが、「同和」教育を人権教育としてつ

ないでいくことになる。ここにいる皆さんとも、

本日、明日の分散会での交流を通して差別を無

くす「なかま」としてつながっていこう。」 

  この後、討議の柱として討議課題①～⑥のうち、

特に①～③を大きな柱とすることが確認され、

報告・討論に入った。 

 

Ⅱ 報告及び質疑討論の概要 

  －報告１－⑦ 

私を支えているもの  （高知県人教） 

 －主な質疑と意見－ 

熊本 先生ちゃんと教えてくれるがでね。という意

味を知りたい。 

報告者 ちゃんとわかっているんでしょうね。とい

う意味です。 

熊本 A さんが「支えてくれてありがとうございま

す。」と発言したことについて、これまで支えてくれ

ていないという意味だった？どういうイメージ

か？ 

また「前と全然違う」の違う意味とは？ 

報告者 １点目は、正直に言うと自分が Aさんを支

えられたのかはわからないが、寄せ書きの言葉で、

A さんだけが「支えてくれて」という言葉を使って

いた。周りのまねではなく、自分の言葉で書いてく

れていた。本当に思って書いてくれたことが嬉しか

った。１年間で一番関わり話した子どもだった。自

分の目標を見つけて頑張ろうとする姿が見られ、

後半から変化が見られた。２点目は、おそらく自分

自身を俯瞰してみたときに、厳しい教師と思ってい

るが、いけないことはいけないという言葉が先に

来てしまう。以前担任した子供の居場所を失くして

しまうという失敗があった。けれど、A さんを担任

して、同じことを繰り返してはいけないという思い

を持つようになった。変わらなくてはいけないと思

うようになった。その先生が変わったというのは、

子どもとの向き合い方という部分ではないかと考

えている。 

奈良 人権学習への強い思いを感じた。Bさんとの

出会いに関して、自分も識字学級に通う方との出

会いがあった。B さんとの出会いや生き方から学

ばれたことは？ 

報告者 B さんが、「差別はあるがで先生。」と教え

てくれた。部落問題を見ようとしなければ見えない

ことを学んだ。 

山口 B さんとの出会いで教材ができ、どんなこと

を学べたか？新しい学校に異動されて部落史学習

をされたようだが、B さんに関する教材も作成さ

れているか。 

報告者 識字学級の教材は、以前からあった。新し

くではない。校区の中で識字学級があるので、その

B さんに関する教材を作りたいと思った。識字学

級の映像を取り、ナレーションを入れビデオ教材を

作った。学校は部落史学習を系統立てて行ってい

るので、歴史を学んで最後に総合で識字学級のこ

とを入れることにした。次の学校では特にできて

いなかった。６年生を持つことも何度もないので、

昨年度と、今年度ようやく取り組むことができた。 

熊本 保護者から電話がかかったことについて、保

護者からどんな話が聞けたのか、また A さんのこ

とに関して、どんなことが聞けたのか。 

報告者 バスケットボールのルールの話だった。A

さんが納得していないことを伝えてくれなかった

のが気になった。どうせ聞いてくれないというオー

ラを出していたんだろう。そこがいけなかった。ま

ず聞かなくてはいけないという思いになった。まず

話を聞く態度ではなかったことを謝った。A さんと

話をきちんとすること、聞く場を作ろうとした。 

三重 B さんの言葉の裏にある差別の現実につい

て。A さんの態度の裏にある差別の現実とは何だ

ったのか。先生はそれに対してどんな実践をされ

たのか。 

報告者 A さんの課題と差別の問題は同じではな
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いと捉えている。はっきり答えられない。 

三重 そういう振る舞いになってしまっている要因

は何だったのかについて、聞きたかった。 

報告者 推察だが、６年生になるまで、支援配慮を

する必要のある児童の一人として挙がっていた。

家庭の中でも寂しい思いをされていたのではない

かという風に推察する。 

兵庫  A さんの背景について教えてください。し

んどさの背景を知りたい。B さんについても立場

を教えていただきたい。教科書無償運動について

は取り上げられているか？ 

熊本 「２組の文化やき」の言葉について。どうして

A さんはこの言葉を言ったのか？クラスが変わっ

たことの根拠を教えてほしい。 

報告者 現任校は地区を有していない学校である。

家庭環境は厳しい。学力も大変厳しい。B さんは被

差別部落出身であると語られている。教科書無償

運動の授業は必ずやっている。A さんの言葉につ

いては、よいこと。貯金については、集めるとイベ

ントができる。A さんはイベントをしたいと思って

いた。ほかの子よりもその思いが強かった。みんな

と集めてつながりたいという思いがあった。その

思いからだろう。周りの子たちの雰囲気だが、目に

見えてトラブルが減っていった。A さんの言動が変

わっていったことも同じ時期だった。 

 

－報告２－⑤ 

「お母さん、今日先生来ると？」 （長崎県人教） 

 －主な質疑と意見－ 

熊本 家庭訪問が大事だと感じた。Aさんが不登校

になった要因は。 

熊本 ２つくらいの要因を言われたが、A さんの休

みが増えてきたときに、こうしておけばと思うこと

はあったか。 

三重 不登校になられた兄との関連はどのような

ことがあったか。 

報告者 A さんの不登校の明確な理由は、本人も

よくわからないと言っていた。楽しみにしていたの

は昼休みと給食だった。学習への楽しみは持てて

いなかった。兄が不登校となった時に「なぜ、自分

だけ行かなくてはいけないのか。」と言い、その時

にうまく返すことができなかった。登校への意欲が

持てていなかったときに、私の姿が「学校に来させ

ようとする嫌な人」というイメージだったのではな

いか。もっと A さんが「何をしたいのか」を聞き取

るべきだった。兄の不登校の理由は分からない。年

の離れた姉がいるが、別に暮らしている。 

大阪 自分の気持ちを表現できず、無気力な子ど

もへどう対応されているか。学力保障への先生の

悩みはどんなものか。 

香川 報告者以外の先生の関わりについて教えて

ほしい。 

報告者 無気力な子どもには、その子の「好き」か

ら攻めるようにしている。そのために家庭訪問を大

切にしている。何に興味があるかを聞き取って対

応している。学力保障については私自身悩んでい

る。まず学習へ向かうエネルギーを先にためようと

している。今の目の前の子には何が大切かを考え

ている。その先に進学の問題もあるが、教科の面白

さを伝えながら、いつか学習へのスイッチが入るの

ではないかと考えている。ほかの先生との関連と

しては、特別支援コーディネーターの先生が関係機

関を紹介してくれた。管理職の先生は、保護者との

面談で、厳しく伝えなくてはいけないことを伝えて

くれた。 

大阪 報告にある「Aさんにとっての自分らしさ」と

は。Aさんの願いとは。先生とAさんは安心できる

関係だったと思うが、周りの子どもたちとのつな

がりやその後の関わりについて教えてほしい。 

熊本 A さんのことについて中学校の先生はどの

ように関わられているか。 

報告者 A さんの自分らしさについて、スポーツを

したり体を動かしたり、笑顔で過ごすことと考えて

いる。A さんの「こうなりたい」ということは聞いて

いない。A さんは、中学２年生で転校することにな

った。１年生時は入学式に出てからは行けていない

ようだ。 

三重 先生の取組は持続可能か。小学校６年間の

関わりはできても、その後のこれからに何が残せ

るか。 

報告者 目の前の子どもたちとは、今の関わりはで

きるが、何が残せるかその子が学びたいと思った

ときに、選択の一つになればいいなと考えている。

いつでも話に来ていいよという存在になっている

といいなと考えている。 

三重 中１で不登校になった生徒を２年生で担任し

ている。家庭訪問を繰り返し、少しずつ登校できる

ようになってきた。報告の A さん自体が自分のこ

とをどうなりたいか理解し、学校に行ったときに誰

が寄り添ってくれるか分かれば少しずつ学校に向

いたのではないか。 

報告者 A さんは自分の思いを話すことが難しか
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った。分からないといえずに、「好かんもん」で終わ

らせようとする傾向にあった。なかなかAさんの思

いをくみ取ることができなかった。もっとたくさん

聞いておけばよかったと報告を書く中で後悔した。

大人の後押しは、家庭でもあった。 

 

－報告３－⑥ 

そんなお父さんを誇りに思っています。  

 （熊本県人教） 

 －主な質疑と意見－ 

奈良 大阪出身です。報告者がバス会社でどんな

差別と出会ったのか。またどんなことをその場で

言われたのか。どんな気持ちで、また教員を目指し

たのか。 

報告者 バス会社でのことは差し控えさせてもら

いたい。差別はする側の問題だから、周りが差別を

しない存在だと証明しないといけない。ひかりも差

別落書きを見て泣き崩れた。支部長さんと一緒に

落書きを見に行った時、私はその場にいなかった。

後で連絡を聞いて、ひかりが言った言葉が「先生な

んでおってくれんかったと？」と言われた。くやし

かった。いつかひかりが差別と出会ったときに、立

ち向かってほしい。そのために、その力を得るため

に義務教育の中で、経験させたい。学年部の先生

と差別落書きを許さないという学習をしたいと相

談した。みんな協力してくれた。実は、落書きを発

見したのは大津北中の子どもたちだった。中学生

も怖い思いをした。このままじゃいけないと思った。

授業で取り上げた際、はるかも授業中震え始めた。

その手を握ったのは、落書きを発見した中学生だ

った。みんなで学ぶ必要性を強く感じた。 

熊本 報告者のお母さんの言葉は書いてあるが、

お父さんの言葉はないか？もしくは生き方で感じ

たことなどあれば。 

報告者 父は言葉が荒く、親戚との集まりではムー

ドメーカー。私にかける言葉は少なかった。父の姿

を見て思うのは、思ったことをすぐに口に出す、正

直な人。ありのままの姿、そこから、子どもたちと

接するときもありのままに。母の身辺調査につい

ては、父は知らなかったと話した。父もよく知らず

に部落差別をする、発言する場面もあった。 

福岡 ひかりさんは解放子ども会で出自をどう捉

えているか。出身を明かしたいとひかりが言ったと

きに先生はどう感じた？周りの支部や学校はどう

感じた？ 

報告者 ひかりさんは、部落出身であることをあま

り気にせず話してくれる。素敵な親子関係だなと感

じている。下の兄弟がいて、その子たちがどこまで

認識しているかはわからない。自分のことを伝え

る際、校訓「人自然誇れる北中」、学級目標「ありの

まま・自然体」がつながったと感じた。学校としては、

先生方に事前に知らせた。学習会にも積極的に参

加してくれていた。ひかりのことを理解できていた。

支部については、なんとも言えない。 

熊本 卒業した後もレポートの２人は先生とつなが

り、先生を目指している。同和対策特別措置法が出

たときに本当は行政に学んでほしかった。その時

の学びがないために「同和」という言葉が独り歩き

した。お互いが勉強をしていなかった。大津の支部

の取り組みとしては、まずは教育だと思った。学校

と話し合った。そのために町の教育委員会と話し合

った。大津町は同和教育に関してはどこにも負け

ないと思っている。母が「同和」という言葉で切っ

たのは、差別意識ではない。原因を作ったのは行

政であると考えている。 

 

○１日目の総括討論 

熊本 高知のレポートについて。A さんのことで推

察という言葉があった。推察とは？B さんの「ちゃ

んと教えてくれるがでね」の聞き返しはされたか？ 

報告者 聞き返しはしていない。ちゃんと教えると

いうことを反芻していた。その時の正直な思いとし

ては、緊張していた。その時の自分は、話をしても

らうことを、約束を取り付けなくては、という思い

が強かった。Bさんの背景についてまでは深く考え

ていなかった。あるとき、B さんから「ツンとしてい

た先生が柔らかくなった」と言われた。「ちゃんと教

えてくれるがでね」は、本気で人権教育をやってく

れるんですか？という思いが入っていたのだろう

と今は思う。前任校のときは、一生懸命だった。や

らなくては、という思いだった。B さんからの手紙

があるので、別の先生が代読。 

兵庫 進路公開をする際、勝手なアウティングはし

てはいけない。周りへの指導、学習も必要。部落問

題を知らない先生も増えてきている。目に見えな

いように巧妙な差別が増えてきている。これから

も先生方、引き続き部落問題を解消するような学

習を頑張ってほしい。 

熊本 長年大津で働いている。支部の方々先生方

と関わらせてもらい人権学習を学んできた。人権

教育は毎日の営みの中にある。発表会や人権学習
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だけではない。自分のことを偽らずに話せるよう

になる。ぜひ、若い先生方にも知っておいてほしい。 

協力者 ３つのレポートとも子どものためにという

思いが見られた。大切なのは自分自身が反差別の

立ち位置に立って考えること。教師だけではなく、

周りの子どもたちも。進路の時にどう語っていくか

も総括で確認された。毎日の営みの中で人権は学

んでいくものだと確認出来た。 

 

〇１日目のまとめ 

 高知県からは、「私を支えているもの～『出会い』

が『生き方』になる～」という報告がありました。こ

れまでの「言うことをきかす」やり方の間違いに気

づき、言動が乱暴な A さんから信頼されていない

と気づいた報告者は、もう一度「しんどい子を学級

の柱にする」という同和教育から学んだことに立ち

返ります。A さんやクラスの子どもたちの変容と同

時に報告者もまた変わっていきました。また、報告

者は転任先で、今までは当たり前のように行って

きた同和教育が当たり前ではなかったのだという

ことに気づきます。そして、識字学級の B さんの

「先生、ちゃんと教えてくれるがでね」という言葉の

本当の意味ともう一度向き合う中で、自分は本気

で同和教育に取り組めているかを問い直していか

れました。これまで自分事として向き合っていなか

ったと気づかれた報告者は、部落がなくてもどの

学校でもやらないといけないと取り組まれていき

ます。討論の中で、会場からの質問に一つ一つ真摯

に答える報告者の姿が印象的でした。まさに同和

教育に本気で向き合う姿を報告の中で見せていた

だいたように思います。 

長崎県からは、「お母さん、今日も来とると？」と

いう報告をしていただきました。３つの学校が統合

し、新しい小学校としてスタートした学校に A さん

がいました。はじめは友だちと仲良く過ごしていた

Aさんですが、学習に意欲が持てず、兄の不登校を

きっかけに、５月の連休明けから完全に登校しなく

なりました。報告者は、毎週家庭訪問をし、A さん

と関わる中で、４月当初から笑顔で過ごしていた A

さんを勝手に「大丈夫だろう」と思い込み、A さん

とのつながりを作れていなかったことに気づいて

いきます。学校のカリキュラムやコミュニケーション

能力をつけなければという価値観を転換し、Aさん

のペースで A さんのやりたいと思うことを「学び」

だと捉え、A さんらしくいられることを大切にしな

がら目標に向かったこと、保護者の思いも大切に

したこと、それら全てが Aさんにとっては学校に行

けていなくても安心できる居場所であったはずで

す。討論の中で不登校の子に何ができるか考えな

がら地道に関わり、信頼できる大人として寄り添い

続けることの大切さが確かめられました。ただ一

方で、不登校は、学習権の保障、学力保障を奪うだ

けでなく、仲間作りの場や、自身の立場性を学ぶ場

を失うことになります。子どもが学校に来ていない

ことを諦めず、不登校がどのような意味を持つの

か、私たちの教育課題を問い続けなければなりま

せん。 

 熊本県からは、「そんなお父さんを誇りに思って

います～ひかりとはるかの出会いを通して～」とい

う報告をしていただきました。退職、転職をし、もう

一度教員になった報告者は、同和教育の実践を再

スタートします。校種変更をし、大津北中学校で担

任した1年生の子どもたちの中に、ひかりさんがい

ました。中 2 になった年、ひかりさんや報告者は、

町の差別落書きと向き合うことになります。落書

きを見に行き、泣き崩れるひかりさんの隣で支え

るはるかさん。ひかりさんは、「先生、なんでおって

くれんかったと。」と報告者は告げられます。差別

落書きを許さない集団を作らないといけないと、

人権学習で落書きを取り上げる実践をすることに

決めます。そしてひかりさんは、信じられる仲間が

いることで安心し、中 3 の進路公開では自分のこ

とを語り、部落差別と向き合ってきた父への誇り

を語ります。この報告、討論の中で、私たちは厳し

い差別の現実を前に、反差別の立ち位置に立てて

いるかどうか、反差別の仲間づくりをすることの大

切さを痛感します。報告者は自分一人で作った報

告ではないとおっしゃいました。反差別のつながり

を子どもたちにも、そして私たちの中にも作ってい

かなければなりません。 

 

－報告４－⑧ 

「依存」から「自立」へ （大阪市人教） 

 －主な質疑と意見－ 

熊本 スミレさんらが飛び出したときの対応として、

別の教員に任せたのはなぜか。また、その際の先

生の気持ちは。規則を守ることを強制したことで、

子どもたちの気持ちが離れていったと話されたが、

規則を守らせることについてどう思われたか。 

報告者 はじめは、自分が行っていたが、話してい

く中で１時間、２時間となる中で、一旦別の先生に

お願いをするしかなくなった。放課後に必ず話をす
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るようにした。いろんな先生に関わってもらえるこ

ともメリットだと考えていた。規則を守らせるとい

うことに関しては、理由も付け加えて話した。危険

だから。規則にもいろいろあり、朝ピアスをして来

ないという規則も伝えていた。ルールも時代によ

って変わってくるものだと考えているが、危ないか

らなど明確な根拠があるものに関しては、理由と

ともに規則を守らせるように話してきた。 

奈良 クラスづくりとして、クラス全体で継続して

取り組まれたことはあるか。また、レイナさんが変

わったきっかけは何だと考えるか。 

報告者 クラスづくりのために、まず「つながり」を

作らなくてはいけないと思った。同じメンバーだけ

の関わりではなく、新しい関わりづくりもしたかっ

た。レイナさんが変わったきっかけについては、居

場所が増えたことだと考えている。レイナさんが卒

業した後も小学校によく遊びに来ることから、小学

校も 1つの居場所になったんだと考えている。 

大阪 レイナさんの家庭背景、家庭との連携につい

て教えてほしい。また、周りの子がレイナさんをど

う見ていたのか、頼れる相手がいたのか。 

三重 依存できたのは、孤立ではなく、各々二人の

つながりができたのはなぜか。 

熊本 関わりについて、特定の子とだけ関わり、別

の子と関われないという子どももいる。「依存」に

ついて報告者は、どう捉えられているか。 

報告者 保護者とのかかわりについては、電話連

絡や家庭訪問を 4 年生のころからよくしていた。

母、本人、妹の３人で過ごしていたが、自傷行為は

母の関わりを求めてのことだった。電話や家庭訪

問でよく母と話をし、伝えるべきことは伝え、一緒

に育てていきましょうということは共有できてい

た。レイナさんは人と関わることは好きなので、つ

ながることはできていたが、悪い言い方での「依存」

をしているように見えた。つながりを作るが、新し

いつながりを作ると、前のつながりとは切れてい

る状態だった。どの子も大切にしてほしいというこ

とを伝えてレイナさんも変わっていった。 

 

－報告５－⑨ 

真のつながりをめざして （奈良県人教） 

 －主な質疑と意見－ 

奈良 子どもが教室の中で思いを出せているのか

いつも考えている。課題もふくめてお互いが理解

しあうことについて、思うことは？音楽のやり取り

で Bはどんな様子だったか。 

報告者 ありのままは、いいところも悪いところも

含めて。課題も含めて出し合いたいと考えている。

おかしいところにも気づく目も鍛えていきたい。苦

手なところ、課題もみんなで乗り越えていきたいと

考えている。音楽のトラブル時の B については、A

の気持ちを伝えている。B は A の気持ちが知れて

嬉しそうだった。BはAの課題はクラス全体の課題

だという素地ができていた。その素地を作ったの

は Bの母親。 

香川 Aの家庭訪問の際のことについて、学校への

不信感はあった？B とつながり始めたときの父親

の様子はどうだったのか？Bがトラウマじみたこと

を受けているが、そのことへの配慮があったか。 

熊本 A の父が分厚いメモを持っておられた背景

は何なのか。なぜそこまで。 

報告者 Aの保護者は、Aが学校に言えていないの

で、学校にはよく電話連絡が来ていた。メモは証拠

という感覚。メモに残した意味は、父親自身が Aを

守ってあげたいの一心。A が言えないのであれば

父親が代わりに言ってあげるという思いがあった。

もし嫌なことがあって学校行きたくないのであれ

ば、行かなくてもいいというスタンスだった。父親

自身も学校に行けない時期があったと聞いている。

不信感というわけではなさそうに思う。保護者の

協力については、週末の学級通信で学校での様子

を伝えるとともに、大事にしてほしいことも伝えて

いる。懇談会などでも伝えている。AとBの親同士

はつながりたいと思っていない。B の保護者は、学

童のトラブルの時に目にしている。その時に子ども

を守ってやれなかったことを後悔していると懇談

で話されていた。学校でのことは、子どもたちや学

校で解決させたいという思いを持たれていて、そ

の感覚の違いがあり、お互いに相いれない部分が

ある。B と A にはつながってほしいという思いが

ある。 

熊本 A「B ちゃんと仲良くなりたい。でも父親が…」

という場面はあらゆる差別にかかわる。そのことに

関して、Aの保護者に伝えたことは？ 

報告者 音楽のトラブルの件もそうだが、A は親に

言わないでという。どこの部分は伝えてほしくない

の？どうして？と問うことはある。伝えていい部分

については保護者に伝えている。Bと仲良くなりた

いという部分は伝えていいというので伝えたが、

「父親が…」の部分は言わないでほしいということ

だったので、A の想いを尊重し、伝えなかった。父

親の反応としては、音楽のトラブルに関してはAさ
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んがいけなかったよね。B さんは A さんのことを

思ってくれたのにね。という反応だった。父親も距

離を置けと言いながらも、Aがしたことがいけない

ときには、きちんと叱ってくれるんだと分かった。

この１年で一番話した保護者だったので、私の想い

も伝わっていたと思う。 

 

〇２日目の総括討論 

大阪 「だと思う。じゃないか」ではなく、子どもた

ちの思いを見抜くことが大事だと思った。本校で

も人との出会いを大事にしている。心を動かす出

会いがあれば子どもたちは自分の思いを書いたり

言ったりする。プラスの出会いを、展望を持つよう

な出会いをすることが大切だ。マジョリティ、マイノ

リティの立場の違いに気づかず傷つけることもあ

る。しっかり向き合うことが大切。 

協力者 人との出会いを仕組んでいく実践が必要

だ。 

熊本 昨日今日と話を聞きながら就学前で何がで

きるか考えた。言葉、文字をもたない子どもたちが

絵を描いたことで、仕草で見とったことをもとに対

話をして、子どもの思いを見取っていく。以前不安

定な子どもがいて、その子が家族のコップを描い

た。園長にそのことを伝えると、コップの中に何が

入っているか聞いた？と返され、ハッとした。コッ

プの中にはお酒が入っていた。飲まずにはいられ

ない家庭環境にあることが分かった。保護者の思

いを知ることもとても大切だと気付かされた。 

協力者 見ようとしなければ見えない。差別という

のはそういうもの。言葉だけでなく表情でも、声に

ならない声を聴かなければならない。 

奈良 伝え合う。語り合うということが大切。５人

の報告に共通していたことは、子どもたちの思い

を知らなければならない、ということ。自分に対し

て返すことの大事さも実感した。私は２年生１６人

を担任しているが、１年時に落ち着きがなかった。

講師を２年、本校でそのまま新採となった先生が１

学期で退職。その後のクラスを担任したが、４，５月

に気になる子がいて、その子のよいところ、直した

ほうが良いところを本人にも周りにも伝えていく

ことが大切だと思い日々実践をしている。休み時

間になると、私の近くに来てくれる学年で、関わり

を持って接すると近づいてきてくれる学級。音楽

の時間に騒がしくなることが増え、音楽の時間に

飛び出すことがあった。生活つづり方を実践してい

て、音楽の時間のことをつづってほしいという思い

で、書かせてみた。黙々とどの子も書いていく。後

日、共有の時間を取った。飛び出した子たちは、冷

静に自分たちのことを振り返ることができた。騒が

しくした子たちは自分たちの何がいけなかったか

を振り返ることができた。気になっていた子は自

分のことを客観的に見て、自分の行動について振

り返ることができた。人はすぐに変われるのでは

ないが、日々子どもたちの思いを受けて、それを返

していくことで子どもたちを成長させたい。 

熊本 私が住んでいる地区で熊本地震が起きた。

最近、近くの家が増えてきて子どもの数も増えて

いる。地元では寝た子を起こすな論がいまだにあ

る。私はそれじゃいけないと思っている。一番問題

視していることは、子ども同士の分断が起きるの

ではないかということ。部落差別についての理解

が追い付いていない状態で、変な部落差別を受け

るのではないかと危惧している。自分たちは何を

すればいいか。子どもたちが知らぬ間に、部落差別

を芽生えさせていくような心配をしている。それぞ

れの立場で、子どもたちにどう対応をすればいい

のか学びに来た。自分がどういう立場であろうが

子どもたちにまっすぐ育ってほしいという思いの

人たちがこの場に集まっているはず。先生方には

頑張ってもらいたい。 

熊本 初任で行った学習会で、聞いた「この場に産

んだ親を恨んで生きる子どもにするわけにはいか

んのですよ、先生。」という言葉。自分自身がそうい

う人間だった。クラスの中で自分たちのことを語る

取り組みを始めた。学習会があって、その日は遊べ

ないのは僕たちの地区が、差別があって、その差別

を無くすために親が闘ってきた。そのことを学ばな

くてはいけないと子どもたちが語った。本当のこと

を語ると、感想はたくさん書いてくる。自分の言葉

で書いてくる。嬉しかった。熊本県の発表を聞きな

がら、ひかるさんのお父さんのことを思い出した。

熊本の報告者だからできたのではなく、すべての

教育者にやってほしい。報告者のレポートに学ばな

ければならない。この先生なら言えるという関係を

作れば、子どもたちは救われる。進路公開をして分

かったこととして「誰一人いい加減に生きてきた人

がいないことが分かった。この１年間を忘れない」

と書いた子がいた。隣の子を尊敬しなくちゃいけ

ない。人を傷つけるような子たちを育てていって

はいけない。今、一番学校教育で必要なのは、同和

教育、人権学習ではないか。 

山口 差別落書きを発見した部活の子。泣き崩れ
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た部落の子。反差別の集団作りを熊本での実践で

聞くことができた。 

差別はがきが家に届き、発見したのは子どもだっ

た。見せたことを悔いた。彼女は社会に対する不安、

部落に対する不安を受けた。学校の先生が社会で

しっかり学ばせてくれた。子どもは学びについて周

りの子たちの姿について、家庭で話してくれた。一

生懸命学ぶ姿を見て、少しずつ安心感を持つこと

ができた。中３の人権作文で自分のルーツ、差別は

がきのことを書いた。「今の周りの子たちなら大丈

夫」と言った。全校の前で発表することになった。

彼女は前日の夜に不安になり涙した。違う小学校

からくる子たちが受け入れてくれるか不安だった。

みんなの前で発表したとき、涙で読めないところ

があった。その時「○○がんばれ！」という友だち

の声が上がった。発表した日の夜、「発表してよか

った。」と言った。これから先、成長してく中でその

発表を聞いていた子たちは差別をするような大人

にならないだろう。 

 これから移住してくる人が増えてきているという

話題があったが、「部落差別のあった地区」ではな

く「反差別の地区」という新たな捉え方をしてはど

うか。 

熊本 保護者の立場で聞かせてもらった。学習会に

参加した子どものころ。先生たちともぶつかること

があった。子どもの数だけ対応もいろいろだと思

う。差別も数多くある。本人たちがどう学ぶかが大

切だと思う。ひかりの告白に対して、猛反対した。

ひかり自身がどれだけ理解しているのか分からな

かった。大人として社会の中で生活している、子ど

もたちも学校に来ている時点で社会に出ている。

差別の現実を目の当たりにしたときに、反差別の

立場で生きていってほしいと願っている。娘が高

校に進学したときに、仲良くなった子が前田先生

の教え子だった。共通点に喜んでいた。出会いに感

謝。今では、社会人になって成長したと思うのが、

介護士として利用者の方から戦争の話を聞くこと

がすごく勉強になると話している。子どもには自分

を出せる、自分を作ってほしい、社会に出て行って

自分自身を作る、それを共感しあえる仲間と出会

い、一緒に過ごしていくという経験をしてほしい。

学校のなかで、学んでほしい。いろんな子どもたち

を教えてきた分、きちんと学んだ子どもたちが大

人になった時の姿を楽しみにしてほしい。 

高知 部落のないところはあるが、差別のないとこ

ろはない。確かにそうだなと感じた。どのレポート

も差別の現実がある。自分の教育実践と重なる部

分があった。高知の報告者と同僚で前任校で勤務

していた。別の学校へ行っても地域教材を起こした

り、同和問題の学習を続けられている。識字学級の

B さんの存在は源流になっている。源流を潮流に

すべく頑張っていかなくてはいけない。熊本の先

生の話。新幹線で鹿児島へ行かれたこと。まさに靴

減らし。子どもが手を握った瞬間の話、素敵だと思

った。とても救われたことだろう。そんな子どもた

ちと一緒に過ごしたいなと感じた。高島さんのレポ

ートで、関係という言葉が散りばめられていた。関

係を築こうという思いが感じられた。修学旅行の

場面で変化が見られたということで、自分の手を

離れたときに子どもたちが学ぶ瞬間があるなと改

めて学ばせてもらった。子どもたちに任せていくこ

とで自然と学んでいくこともよくある。任せきれて

いない自分もいて、差別を助長させているのかも

しれないと考えさせられた。問い直すのは自分だ

なと考えさせられた。 

 

報告者の感想 

高知 Bさんから学んだことを伝えられていなかっ

た。学んだことが行動を伴うものである。部落差別

を本気で無くしたいと思った。転任校で同和問題

を一緒に取り組んでくれる同僚に出会えなかった。

私はここで仲間を増やしていこうと思った。なぜそ

う思ったかというと、B さんが好きだから。好きな

人が差別をされるのは嫌だからというシンプルな

理由だと改めて思うようになった。クラスでも同じ

ように考えてくれる子どもを育てていきたい。 

長崎 この場でたくさんの方とつながり、A さんに

伝えたいと思った。反差別の力を子どもたちにつ

けたいと改めて学ばせてもらった。報告の経験も

だが、フロアのやり取り、報告をきいて学びが深ま

った。 

熊本 全国という舞台で緊張したが、いろんな立場

の方がいらっしゃることを改めて考え、子どもたち

との出会いって奇跡的だなと思った。悔いの残ら

ない出会いにしたい。サッカーの指導をしていて、

「なんばしよっとや」と言ってしまうことがあるが、

何に気づき、何を判断し、どう行動するかを見取る

必要があると感じた。こちらが気づこうとしなくち

ゃ行けないこともあるなと思った。これからもたく

さんの気づきを大切にしていきたい。 

大阪 このレポートを報告する際に、レイナに会う

予感がしていた。先週の木曜日に会い、一緒にスミ
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レがいた。今、依存関係にある様子だった。レイナ

を中心に据えてレポートを書いて振り返ることが

できた。報告には不安もあったが、子どものことを

考え寄り添う機会をもらった。尊敬する先輩が「人

権教育が教育の核だよ」と教えられた。修学旅行の

場面、子どもたちの可能性をこちらが手を差し伸

べることで狭めているのかもしれないと感じた。特

別支援の肢体不自由の子と今年関わっているが、

私が離れたときに、周りの子が集まってくることが

あった。任せることと放任は違うので、場面によっ

て子どもに任せる場面も作っていきたい。 

奈良 困っているけど言えないような集団ではな

く、困ったときに手を握ってくれる存在を作るよう

な集団作りをしたい。自分らしく人権学習に取り組

み、子どもたちが将来、自分の言ったことが繋がっ

ていくような種まき、水やりをしていきたい。 

 

２日目のまとめ 

大阪市からは「『依存』から『自立』へ」という報告

をしていただきました。特定の友だちに依存し、仲

良くなってはトラブルになり、また一人になってし

まうことを繰り返すレイナさんは不安定で、自傷行

為をしたり教室から飛び出したりしていました。そ

んなレイナさんに報告者は、生活態度をきちんとす

ること、いろいろな友だちやおとなとつなげること

によって、弱さを見せていい、たくさんの人に頼っ

ていいと、「依存先や居場所を増やす」といった取

組をされました。それは、レイナさんにだけ焦点を

当てて始めた取組みから、みんなでやることや人

を傷つけず、差別せず、大切にすることの価値を伝

える取組に変わっていきました。レイナさんにとっ

ての安心したつながりを作る取組は、多様な背景

を持つみんなにとっても安心できるつながりにな

りました。友だちと安心してつながれない子どもた

ちの不安定さとどう向き合っていくのか。私たち

は不安定な子どもの「人とのつながり方」を丁寧に

読み解き、そこに見えてくる弱さや不安、自信のな

さにどんな暮らしの背景や社会の不合理さがある

のかを見取っていかなければなりません。「自立」

とは、自分の弱さや自信のなさを認識し、向き合っ

て、そのことを友だちやおとなに開いていくこと、

そして自分の主体をつくり直していくことではない

でしょうか。自分の弱さに潰れそうなときは「助け

て」と言っていい。そんなやりとりの積み重ねが「自

立」になっていく、一人で立たなくてもいい、つな

がりながら立てばいい、そんなことが確認された

報告でした。また、子どもたちが安心できるつなが

りをつくっていくために、どんな人権学習を組み込

んでいくのかも考えていかなければなりません。 

奈良県からは、「真のつながりをめざして」とい

う報告をしていただきました。自分の思いを表現

することが苦手で、表情や態度に出てしまうAさん

は、お互いのできないことばかりを指摘し合ってし

まう Bさんとの関係がよくありませんでした。Aさ

んの父親も「Bとは距離を置きなさい」と Aさんに

伝えていました。報告者は一方で友だち関係に悩

んでいたこともつかんでいかれます。そこで、A さ

んとBさんをしっかりとつないでいく仲間づくりの

取組が始まります。お互いのいいところを探すこと

がお互いの存在を認め合うことや、自分のことを

見つめ直すことにつながっていきます。また報告者

は、AさんとBさんの対話も大切にし、気持ちを伝

え合うことを通して、二人をつないでいかれました。

学習で分からないことがあっても「大丈夫」と応え

ていた Aさんが、他でもない B さんに「B ちゃん、

ここ教えてほしいねんけど」と心を開き、ありのま

まの姿で関わることができるようになっていきま

した。討論では、報告の中の「いいところ探し」「対

話」「真のつながり」の中身が問われていきました。

報告者は、楽しい事だけでなく、本当の思いやしん

どさ、弱さも伝えられること、受け止めることが真

のつながりだと言われました。Aさんのお父さんの

分厚いメモ帳にも、B さんのお母さんの「B を守っ

てやれなかった」という涙にも、子どもを守りたい

という思いがありました。報告者は、Aさんと B さ

んの学校でのつながりを伝え、少しずつ親同士の

つながりを作っていることも聞かせていただきま

した。会場からは「Bさんと仲良くなりたいけど、お

父さんが『距離を置け』って言うし」という言葉は部

落差別にもつながるのではないか、どう A さんと

B さんの保護者に伝えていくかが、あらゆる差別

の解決になるのではないかという意見もいただき

ました。 

 


